
JP 4921747 B2 2012.4.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
刃体を設けた組付部材にガードをこの刃体の刃先に面して設けた剃刀ヘッドと、シェービ
ングエイドを載せる台部材を有するシェービングエイド部材とを備え、
　このシェービングエイド部材の台部材は、剃刀ヘッドに対し刃体の刃先の延設方向の両
側でその剃刀ヘッドの両端部の外側に並ぶように配設された腕部を有し、この両腕部間に
配設された剃刀ヘッドに対し両腕部で回動中心部により支持され、このシェービングエイ
ド部材の台部材及びシェービングエイドは剃刀ヘッドの組付部材に対しガードに対する反
対側でその剃刀ヘッドの外側に並ぶように配設され、
　このシェービングエイド部材は、回動方向の両側向きのうち一方の向きへ弾性体により
付勢されて停止する初期位置から他方の向きへ、刃体の刃先の延設方向に沿う回動中心部
の回動中心線を中心に弾性体の弾性力に抗して剃刀ヘッドに対し所定回動範囲内で揺動可
能に支持されている
ことを特徴とする剃刀。
【請求項２】
前記組付部材においては刃台と天板との間に刃体を設けて表側へ露出させ、前記シェービ
ングエイド部材においては初期位置でシェービングエイドがこのガードと天板とを結ぶ皮
膚接触面から表側へ突出していることを特徴とする請求項１に記載の剃刀。
【請求項３】
前記弾性体は、台部材の両腕部と一体的に設けられた板ばねであり、組付部材に支えられ
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てシェービングエイド部材を付勢することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
剃刀。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、刃体を有する剃刀ヘッドにシェービングエイドを設けた剃刀に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１では、剃刀ヘッドの天板上にシェービングエイドが埋め込まれて露出し
ている。
【特許文献１】特開２００１－３８０７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、上記特許文献１では、シェービングエイドが剃刀ヘッドの天板上で固定状態と
なっているため、剃刀ヘッドを皮膚面に当てがった際、シェービングエイドが皮膚面を必
要以上の力で押え、使用時の感触が悪くなるおそれがあった。
【０００４】
　この発明は、シェービングエイド付き剃刀において使用時の感触を良くすることを目的
としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　後記実施形態の図面（図１～７）の符号を援用して本発明を説明する。
　請求項１の発明にかかる剃刀においては、刃体１９を設けた組付部材１７，１８にガー
ド１７ａをこの刃体１９の刃先１９ａに面して設けた剃刀ヘッド１６と、シェービングエ
イド２８を載せる台部材２９を有するシェービングエイド部材２７とを備えている。この
シェービングエイド部材２７の台部材２９は、剃刀ヘッド１６に対し刃体１９の刃先１９
ａの延設方向Ｙの両側でその剃刀ヘッド１６の両端部の外側に並ぶように配設された腕部
３０を有している。この両腕部３０間に配設された剃刀ヘッド１６に対し両腕部３０で回
動中心部２６，３２により支持されている。このシェービングエイド部材２７の台部材２
９及びシェービングエイド２８は剃刀ヘッド１６の組付部材１７，１８に対しガード１７
ａに対する反対側でその剃刀ヘッド１６の外側に並ぶように配設されている。このシェー
ビングエイド部材２７は、回動方向Ｒの両側向きＲＦ，ＲＢのうち一方の向きＲＦへ弾性
体３１により付勢されて停止する初期位置Ａから他方の向きＲＢへ、刃体１９の刃先１９
ａの延設方向Ｙに沿う回動中心部２６，３２の回動中心線２６ａを中心に弾性体３１の弾
性力に抗して剃刀ヘッド１６に対し所定回動範囲内で揺動可能に支持されている。
【０００７】
　請求項１の発明では、シェービングエイド部材２７が初期位置Ａから弾性体３１の弾性
力に抗して所定移動範囲だけ移動するので、剃刀ヘッド１６及びシェービングエイド部材
２７を皮膚面に当てがった際、シェービングエイド部材２７を適度な弾力により皮膚面に
当てがうことができる。特に、皮膚面に起伏がある場合にはその起伏にシェービングエイ
ド部材２７を追従させることができる。
【０００８】
　また、請求項１の発明において、前記シェービングエイド部材２７は刃体１９の刃先１
９ａの延設方向Ｙに沿う回動中心線２６ａを中心に剃刀ヘッド１６に対し所定回動範囲内
で揺動可能に支持されているので、剃刀ヘッド１６及びシェービングエイド部材２７を皮
膚面に当てがった際、シェービングエイド部材２７を皮膚面に対し平均的に当てがうこと
ができる。
【０００９】
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　また、請求項１の発明において、前記シェービングエイド部材２７はシェービングエイ
ド２８を載せる台部材２９を備え、この台部材２９は、剃刀ヘッド１６に対し刃体１９の
刃先１９ａの延設方向Ｙの両側でその剃刀ヘッド１６の両端部の外側に並ぶように配設さ
れた腕部３０を有し、この両腕部３０間に配設された剃刀ヘッド１６に対し両腕部３０で
回動中心部２６，３２により支持されているので、シェービングエイド２８を有するシェ
ービングエイド部材２７をコンパクトにまとめて剃刀ヘッド１６に支持することができる
。
【００１１】
　また、請求項１の発明において、前記シェービングエイド部材２７は剃刀ヘッド１６の
組付部材１７，１８に対しガード１７ａに対する反対側でその剃刀ヘッド１６の外側に並
ぶように配設されているので、シェービングエイド部材２７を剃刀ヘッド１６に対しコン
パクトに配置することができるとともに、回動中心部２６，３２における回動中心線２６
ａに対するシェービングエイド２８の回動半径が大きくなってシェービングエイド２８の
振り角を小さくすることができ、剃刀の使い勝手が良くなる。
【００１２】
　請求項１の発明を前提とする請求項２の発明において、前記組付部材１７，１８では刃
台１７と天板１８との間に刃体１９を設けて表側へ露出させ、前記シェービングエイド部
材２７では初期位置Ａでシェービングエイド２８がこのガード１７ａと天板１８とを結ぶ
皮膚接触面Ｈから表側へ突出している。請求項２の発明では、剃刀ヘッド１６及びシェー
ビングエイド部材２７を皮膚面に当てがうと、その皮膚面にシェービングエイド２８が接
触した後、剃刀ヘッド１６の刃体１９が皮膚面に当てがわれる。そのため、シェービング
エイド２８が使用により減ってもシェービングエイド２８を皮膚面に対し確実に接触させ
ることができる。
　請求項１または請求項２の発明を前提とする請求項３の発明において、前記弾性体は、
台部材２９の両腕部３０と一体的に設けられた板ばね３１であり、組付部材１７，１８に
支えられてシェービングエイド部材２７を付勢する。請求項３の発明では、簡単な構造で
弾性体を設けることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、シェービングエイド２８付き剃刀において使用時の感触を良くすることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態にかかる首振り式剃刀について図面を参照して説明する。
　図１（ａ）（ｂ）及び図２（ａ）（ｂ）に示すホルダ１はプラスチックにより成形され
、このホルダ１の頭部２内には、図２（ｃ）に示すように、金属からなる左右両支持アー
ム３と、プラスチックからなる二股状のプッシャ４と、プラスチックからなる操作摘み５
と、金属からなる圧縮コイルばね６とが組み込まれている。この頭部２の前端部の左右両
側には開口７が形成されている。前記左右両支持アーム３は、基端部で頭部２の支軸８を
中心に左右方向Ｙへ回動可能に支持され、その基端部から頭部２の前側へ延設されて頭部
２の左右両開口７から頭部２の外側へ突出する外腕部９（先端部）を有している。前記プ
ッシャ４は、頭部２の前端部付近で左右両支持アーム３間に配置され、基端部で頭部２に
対し前後方向Ｘへ移動可能に支持され、その基端部から左右両支持アーム３側へ延設され
た内腕部１０と、その左右両内腕部１０から前方へ延びて頭部２の左右両開口７から頭部
２の外側へ突出する外腕部１１（先端部）とを有している。前記操作摘み５は、頭部２の
後部で前後方向Ｘへ移動可能に支持され、頭部２の後端部から頭部２の外側へ突出してい
る。前記圧縮コイルばね６(弾性体)は、このプッシャ４の基端部と操作摘み５との間に介
在され、プッシャ４の基端部を前方へ付勢して頭部２の前端部に圧接させた状態で操作摘
み５を後方へ付勢して頭部２の外側へ突出させた非操作状態にするとともに、左右両支持
アーム３を操作摘み５を介して付勢して最開状態にする。この左右両支持アーム３の基端
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部には当接部１２が形成され、この操作摘み５の左右両側にはこの当接部１２に面する押
接部１３が形成されている。この操作摘み５を圧縮コイルばね６の弾性力に抗して前方へ
押すと、操作摘み５の左右両押接部１３が左右両支持アーム３の当接部１２を押して左右
両支持アーム３の外腕部９が最開状態から互いに閉じる。この操作摘み５から手を離すと
、操作摘み５が前記非操作状態に戻るとともに、左右両支持アーム３の外腕部９が最開状
態に戻る。
【００１５】
　前記左右両支持アーム３の外腕部９においてそれぞれ鉤状端部１４が形成されている。
前記プッシャ４の左右両外腕部１１においてそれぞれ圧接端部１５が形成されている。こ
の左右両支持アーム３の外腕部９とプッシャ４の左右両外腕部１１とはホルダ１の頭部２
の左右両開口７及びその頭部２の前端部の外側において上下方向Ｚで互いに隣接して並ん
でいる。
【００１６】
　図１（ａ）（ｂ）並びに図３（ａ）（ｂ）（ｃ）及び図５（ａ）（ｂ）に示す剃刀ヘッ
ド１６においては、組付部材としての刃台１７と天板１８との間で複数（４枚）の刃体１
９が挟着され、この天板１８の左右両側から突出する腕部１８ａ間で各刃体１９の刃先１
９ａが表側に露出し、この刃台１７に形成されたガード１７ａに刃体１９の刃先１９ａが
面している。このガード１７ａの表面側にはシェービングエイドがインサート射出成形に
より一体に設けられている。この剃刀ヘッド１６の裏側にある刃台１７で左右方向Ｙ（刃
先１９ａの延設方向）の両側に形成された凹部２０においては、図７（ａ）（ｂ）（ｃ）
に示すように、支持孔２１（支持部）と圧接部２２とが互いに隣接して並ぶように形成さ
れている。この剃刀ヘッド１６の左右方向Ｙの両端部においては、刃台１７と天板１８と
にそれぞれ壁２３，２４が突設されてそれらの壁２３，２４間にばね室２５が形成されて
いるとともに、これらの壁２３，２４よりもガード１７ａ側で刃台１７に支軸２６が形成
され、この左右両支軸２６を結ぶ回動中心線２６ａは左右方向Ｙ（刃先１９ａの延設方向
）に沿う。
【００１７】
　図１（ａ）（ｂ）並びに図４（ａ）（ｂ）（ｃ）及び図５（ａ）（ｂ）に示すシェービ
ングエイド部材２７においては、プラスチックからなる台部材２９の表側に形成された凹
所２８ａにシェービングエイド２８が嵌め込まれて載せられている。この台部材２９にお
いては、左右方向Ｙの両側に両腕部３０が形成され、この左右両腕部３０の相対向面側で
、左右両腕部３０の先端部に支持孔３２が形成されているとともに、この支持孔３２の付
近から片持ち梁状の板ばね３１が一体に湾曲形成されてシェービングエイド２８側へ延設
されている。この板ばね３１を直線的に延設させてもよい。左右両腕部３０にある板ばね
３１のうち一方のものを省略してもよい。この台部材２９の左右方向Ｙの寸法は約５０ｍ
ｍである。このシェービングエイド２８の左右方向Ｙの寸法は約３８ｍｍである。このシ
ェービングエイド２８の表面で左右方向Ｙに対し直交する方向における幅は、左右方向Ｙ
の中央部で最も広くなっており、約８ｍｍである。このシェービングエイド２８はこの台
部材２９の表面から高さ約５ｍｍだけ突出している。このシェービングエイド２８とは、
例えば、石鹸やシェービングクリームや潤滑性助長剤やひげ軟化剤や乳液や薬剤や発毛抑
制剤や脱毛剤やアフターローションや保湿剤や止血剤などの単独物ばかりでなく、これら
の単独物を互いに組み合わせた複合物や、この単独物または複合物をスポンジなどの多孔
質体に含ませた含有物である。
【００１８】
　図５（ａ）（ｂ）に示すように、前記シェービングエイド部材２７において台部材２９
とそれに載置されたシェービングエイド２８とは、剃刀ヘッド１６に対しガード１７ａに
対する反対側でその剃刀ヘッド１６の外側に並ぶように配設され、この台部材２９の左右
両腕部３０が剃刀ヘッド１６の左右方向Ｙの両端部の外側に当てがわれて左右両腕部３０
とそれらの間の剃刀ヘッド１６とが互いに左右方向Ｙへ並ぶ。その際、この左右両腕部３
０の支持孔３２に剃刀ヘッド１６の左右両支軸２６が回動中心部として挿入されるととも
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に、この左右両腕部３０の板ばね３１が剃刀ヘッド１６の左右両ばね室２５に挿入される
。そのため、シェービングエイド部材２７は剃刀ヘッド１６に対しその表側と裏側とを結
ぶ方向で揺動するように左右両支軸２６の回動中心線２６ａを中心に回動可能に支持され
る。
【００１９】
　前記左右両支持アーム３を互いに閉じた状態でそれらの外腕部９を前記刃台１７の左右
両凹部２０に挿入した後、左右両支持アーム３を最開状態にすると、図６（ａ）に示すよ
うに、剃刀ヘッド１６がホルダ１の頭部２に対し首振り可能に支持された取付状態となる
。この取付状態では、図７（ａ）（ｂ）（ｃ）に示すように、この左右両外腕部９の鉤状
端部１４が左右両凹部２０の支持孔２１に挿入されて支持されるとともに、前記プッシャ
４の左右両外腕部１１の圧接端部１５が左右両凹部２０の圧接部２２に圧接され、この左
右両鉤状端部１４を互いに結ぶ回動中心線Ｐを中心に剃刀ヘッド１６がシェービングエイ
ド部材２７とともに首振り方向Ｑへ揺動し得る。図３（ａ）（ｂ）（ｃ）、図５（ａ）（
ｂ）及び図６（ａ）に示すように、剃刀ヘッド１６に対するシェービングエイド部材２７
の回動中心線２６ａは、天板１８よりもガード１７ａ側でこの回動中心線Ｐよりもガード
１７ａ側に位置し、刃台１７のガード１７ａ上と天板１８上とを結ぶ皮膚接触面Ｈよりも
裏側で且つそのガード１７ａよりも天板１８側に位置し、そのガード１７ａに最も近い刃
体１９の刃先１９ａが延びる左右方向Ｙの延長線上またはその延長線付近に位置している
。
【００２０】
　図６（ａ）に示すように、台部材２９の左右両腕部３０の板ばね３１がばね室２５で刃
台１７の壁２３に支えられた状態で、シェービングエイド部材２７は、その板ばね３１に
より剃刀ヘッド１６の裏側から表側へすなわち回動方向Ｒの両側向きＲＦ，ＲＢのうち一
方の向きＲＦへ付勢され、左右両腕部３０が天板１８の壁２４に並んだところで停止する
初期位置Ａとなる。その初期位置Ａでは、シェービングエイド２８が前記皮膚接触面Ｈか
ら表側へ突出する。図６（ｂ）に示すように、使用時、このシェービングエイド部材２７
は、その初期位置Ａから板ばね３１の弾性力に抗して剃刀ヘッド１６の表側から裏側へす
なわち回動方向Ｒの両側向きＲＦ，ＲＢのうち他方の向きＲＢへ回動し、左右両腕部３０
が刃台１７の壁２３に当接したところで停止する所定回動範囲内で、剃刀ヘッド１６に対
し揺動し得る。その所定回動範囲におけるシェービングエイド部材２７の振り角について
は、０～４５°好ましくは０～３０°に設定されている。使用時にシェービングエイド２
８が減って台部材２９の表面からの高さが低くなった場合には、図６（ｃ）に示すように
、そのシェービングエイド２８の表面が皮膚面に当てがわれる。使用時にシェービングエ
イド２８が台部材２９の表面付近まで減った場合、例えば、シェービングエイド２８の表
面の一部が台部材２９の表面に達した場合、剃刀ヘッド１６及びシェービングエイド部材
２７の交換の目安にすることができる。
【００２１】
　剃刀ヘッド１６を圧接するプッシャ４に対する圧縮コイルばね６の弾性力や、シェービ
ングエイド部材２７に対する板ばね３１の弾性力は、種々設定することができる。例えば
、圧縮コイルばね６の弾性力は板ばね３１の弾性力よりも大きく設定されている。そのた
め、剃刀ヘッド１６及びシェービングエイド部材２７を皮膚面に当てがうと、シェービン
グエイド部材２７が剃刀ヘッド１６に対し前記初期位置Ａから回動し始めた後に剃刀ヘッ
ド１６と一体的に回動し、剃刀ヘッド１６がシェービングエイド部材２７とともに首振り
方向Ｑへ揺動する。
【００２２】
　また、前記左右両支持アーム３を互いに閉じた状態でそれらの外腕部９を前記刃台１７
の左右両凹部２０から抜くと、剃刀ヘッド１６をホルダ１の頭部２から取り外すことがで
きる。ちなみに、前記左右両支持アーム３については、操作摘み５を押してもすぐには閉
動せず、操作摘み５が不用意に押されて剃刀ヘッド１６がホルダ１の頭部２から取り外さ
れることを防止するため、操作摘み５をある程度押すと閉じるようになっている。
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【００２３】
　前記実施形態以外に下記のように構成してもよい。
　＊　シェービングエイド部材２７における台部材２９と剃刀ヘッド１６の刃台１７また
は天板１８とを一体成形して連繋部で互いにつなぎ、その連繋部を剃刀ヘッド１６に対す
るシェービングエイド部材２７の回動中心部とする。
【００２４】
　＊　ホルダ１の頭部２に対し剃刀ヘッド１６を一体に設けたり着脱可能に支持した剃刀
において、その剃刀ヘッド１６にシェービングエイド部材２７を回動可能に支持する。
　＊　前述した実施形態では、シェービングエイド部材２７を剃刀ヘッド１６に対しガー
ド１７ａに対する反対側で並ぶように配設したが、シェービングエイド部材を剃刀ヘッド
１６に対しガード１７ａ側で並ぶように配設したり左右方向Ｙの両側で並ぶように配設す
る。
【００２５】
　＊　シェービングエイド部材２７を剃刀ヘッド１６に対し着脱可能にして交換できるよ
うにする。
【００２６】
　＊　剃刀ヘッド１６の左右両側で刃台１７または天板１８に対し板ばね３１を一体に形
成してその板ばね３１によりシェービングエイド部材２７を付勢したり、シェービングエ
イド部材２７の台部材２９または剃刀ヘッド１６の刃台１７や天板１８に対し左右方向Ｙ
の中央部で一つの板ばね３１を一体に形成してその板ばね３１によりシェービングエイド
部材２７を付勢する。
【００２７】
　＊　シェービングエイド２８については固形状でも液状でも半液状でもよい。固形状の
場合にはそのままシェービングエイド２８を台部材２９に取着する。液状や半液状の場合
には軟質または硬質の多孔質体、例えばスポンジや軽石や繊維構造である四フッ化エチレ
ン樹脂などの多孔質体にシェービングエイド２８を含浸させたものを台部材２９に取着す
る。これらの多孔質体については形状の維持できるものが好ましい。この多孔質体の孔径
については、種々設定できるが、０．０１～５０μｍが好ましい。
【００２８】
　＊　台部材２９に対しシェービングエイド２８をインサート射出成形により一体に設け
たり、固形状のシェービングエイド２８や上記の多孔質体を台部材２９と分離して設けた
後にそれらを台部材２９に取着する。
【００２９】
　＊　シェービングエイド部材２７において台部材２９に対し回転可能に支持したローラ
の外周にシェービングエイド２８を設ける。
　＊　剃刀ヘッド１６及びシェービングエイド部材２７にキャップを被せて刃体１９及び
シェービングエイド２８を保護する。
【００３０】
　＊　前記実施形態の首振り式剃刀は主に手足の体毛剃りに使用するが、髭剃りに使用す
ることもできる。
　次に、請求項以外の技術的思想を述べる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】（ａ）は本実施形態にかかる首振り式剃刀において表側を示す斜視図であり、（
ｂ）は同じく裏側を示す斜視図である。
【図２】（ａ）は上記首振り式剃刀においてホルダの頭部を示す平面図であり、（ｂ）は
同じく側面図であり、（ｃ）は同じく平面側から見た断面図である。
【図３】（ａ）は上記首振り式剃刀において剃刀ヘッドの表側を示す正面図であり、（ｂ
）は同じく裏側を示す背面図であり、（ｃ）は同じく側面図である。
【図４】（ａ）は上記首振り式剃刀においてシェービングエイド部材の表側を示す正面図
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であり、（ｂ）は同じく裏側を示す背面図であり、（ｃ）は（ａ）の部分側面図である。
【図５】（ａ）は上記首振り式剃刀においてシェービングエイド部材を支持した剃刀ヘッ
ドの表側を示す正面図であり、（ｂ）は同じく裏側を示す背面図である。
【図６】（ａ）は上記首振り式剃刀においてホルダの頭部に支持した剃刀ヘッドでシェー
ビングエイド部材が初期位置にある状態を示す側面図であり、（ｂ）（ｃ）は同じく回動
位置にある状態を示す側面図である。
【図７】（ａ）は上記首振り式剃刀において両支持アームに対する剃刀ヘッドの支持構造
と剃刀ヘッドに対するプッシャの圧接構造を示す部分平面図であり、（ｂ）は同じく（ａ
）を平面側から見た断面図であり、（ｃ）は同じく（ａ）を側面側から見た断面図である
。
【符号の説明】
【００３５】
　１６…剃刀ヘッド、１７…刃台（組付部材）、１７ａ…ガード、１８…天板（組付部材
）、１９…刃体、１９ａ…刃先、２６…支軸（回動中心部）、２６ａ…回動中心線、２７
…シェービングエイド部材、２８…シェービングエイド、２９…台部材、３０…腕部、３
１…板ばね（弾性体）、３２…支持孔（回動中心部）、Ａ…シェービングエイド部材の初
期位置、Ｈ…剃刀ヘッドの皮膚接触面、Ｙ…左右方向（刃先の延設方向）Ｒ…シェービン
グエイド部材の移動方向、ＲＦ，ＲＢ…向き。

【図１】 【図２】
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【図７】



(9) JP 4921747 B2 2012.4.25

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特表平１０－５００８８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６３－１１９７９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第２６７７８８３（ＵＳ，Ａ）　　　
              米国特許第４９４４０９０（ＵＳ，Ａ）　　　
              国際公開第２００６／０４４３９４（ＷＯ，Ａ２）　　
              国際公開第２００５／０５８５５９（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ２６Ｂ　　２１／４４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

